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令和５年度第５回朝日町総合教育会議 会議録 

 

令和 6年 3月 26日（火曜日） 

午後 10時 30分から午後 0時 12分 

エコミュージアムコアセンター創遊館会議室 

 

出席者   朝日町長 鈴木 浩幸 

      朝日町教育委員会 

      教育長  堀  俊一 

委員   五十嵐義一 

委員   井上 幸弘 

委員   橋間 博美 

委員   海野 睦 

 

職務のため出席した者の職氏名 

教育文化課長  伊藤  淳 

主幹兼指導主事  髙橋 昭彦 

      課長補佐兼学校教育係長  菊地早百合 

      主    査  佐久間 淳 

指 導  主 事  齊藤 絵里 

生涯学習係長  白田  淳 

 

１．開  会 

課長の進行及び開会宣言 

 

２．あいさつ 

  鈴木 浩幸 朝日町長  今年度５回目となる。主に義務教育学校関係の話で、これまでにない回数

となった。委員の皆さんに感謝申し上げたい。 

堀  俊一 教育長   義務教育学校については基本構想の案がまとまった。忌憚のない意見をお

願いしたい。 

 

３．協議事項 

  伊藤課長より会議の招集者である町長を議長とすることを確認し、了承を得る。 

 

議長（鈴木町長）「（１）今年度の総括と次年度への展望」に関し、説明を求めた。 

        →資料に基づき、各担当者から内容を説明 

 

五十嵐     義務教育学校の準備をはじめ、少ない職員で多くの業務や事業をこなしている。敬意

を表したい。 

井 上     施設利用料に関して、芸文協など様々な文化団体が現状利用料を支払っている。 

        他市町ではかからないところもある。配慮してもらえないのか。検討してほしい。 
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        刺し子教室はかからない。 

伊 藤     芸文協については、減額はしているものの、免除ではない。今の体系になったのはか

なり前だ。当時は一部団体の活動が「お稽古」に位置付けられており、講師が謝金を

もらっていたこともあったためと聞く。現状を確認し検討していきたい。 

        なお、刺し子教室に利用料がかからないのは、教育委員会の文化教室として実施して

いるためだ。 

橋 間     コロナ禍や人口減でこれまで通りの活動が難しくなっている中、（事務局は）とても頑

張っている。松本亭で実施している不登校対策事業（まるっと OK）の利用者は何人か。 

主 幹     定期的な利用者は１人だ。 

海 野     （アップル駅伝は）世代間で交流できる事業は地域活性化につながり、重要だ。 

 

議長（鈴木町長）「（２）義務教育学校創設準備」に関し、説明を求めた。 

 

齋 藤     ①基本構想について説明 

井 上     （基本コンセプトについて）最初は言葉遊びのような印象を受けていたが、だんだん

良さがわかってきた。「ストーリー」「メッセージ」として、伝えたい対象、内容を整

理したことで分かりやすくなった。深みも出たと思う。 

海 野     かみしめるほどに良い内容。イメージが広がる。 

橋 間     「コンセプト」や「ストーリー」「メッセージ」については温かい学校にしたいという

思いが伝わってくる。「大切にしたい想い」については、すてきな、大事な言葉が並ん

でいる。このほかにも良い言葉がたくさんあると思うが、そうしたものの取り扱いは

どうなるのか。 

教育長     「大切にしたい想い」は今後策定する「学校教育目標」に生かしていくことになる。

検討の際に追加する言葉も議論していきたい。（大切にしたい想いにある言葉が全て

ではない） 

五十嵐     とてもすっきりして良い。これから目指す姿がはっきりしている。 

町 長     私自身、当初はもっと明確な言葉を想定していたこともあり、はじめはぼんやりとし

た印象を受けていたが、時間がたつほどに良さを感じている。噛めば噛むほど味わい

のあるコンセプトだ。 

 

佐久間     ②学校建設予定候補地について説明 

井 上     「施設一体型」に関する議員の反応は？ 

伊 藤     義務教育学校そのものには賛成だが、「施設一体型」に関しては必ずしも賛成ではな

い、というスタンスのようだ。 

五十嵐     教育委員会としては「施設一体型」が前提だ。町長の考えをお聞かせ願いたい。 

町 長     町は当初から「施設一体型」と言っている。そもそも施設一体型かどうかは委員会へ

の付託案件ではないという認識だが、町の考えを丁寧に説明し、了承いただけるよう

努めていきたい。 

井 上     議員は年間予算を上回るほどの事業費を心配している。もう少し立ち止まって考える

べきと言いたいのだろう。一方で、令和 10年４月の開校を待ち望んでいる話も聞く。

事業費の精査、スリム化が重要だ。 
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教育長     私たちがこれまで目指してきた学校は施設一体型が前提だ。将来の子供たちのために、

私たちは何ができるのか。朝日中の卒業式の卒業生代表の言葉「将来必ず戻ってきて

恩返ししたい」――。こう言える子供を育てていきたい。議会には丁寧に説明してい

く。 

橋 間     用地選定に関しては、明らかに災害の危険性がある五反田は除外してもいいのでは？

子供たちにとっては施設一体型だが、（自然観のリニューアルもあり）お金がかかるこ

とばかりだ。財政のほうは大丈夫か。心配だ。 

町 長     今後、財政のシミュレーションも議会に提示していく。これだけ大きな事業を執行す

る以上、ほかの大規模な事業については我慢してもらうかもしれないが、通常の行政

サービスは止めるわけにはいかない。町の一般財源の持ち出しをできるだけ少なくす

ることで、理解を求めていく。 

 

４．閉  会 

  以上協議し、午後 0 時 12 分に第 5 回朝日町総合教育会議の会議を閉じた。 

 

 

 

町     長    

 

教  育  長    

 

調 製 職 員   佐久間 淳 


